たいまつ 

「ちらちら ちらちら 雪の 降る 中へ、 松明が ぱ つ と 燃え 

ほ， R 

ながら 一 一本 —— 誰も 言う ことで ございま すが、 他に い 

まっしろ ぞ つ 

たし 方 もありません や。 真白な 手が 二つ、 悚 然とす る 

ほどな 婦 がー 一人 …… もう やがて そこら 一 面に 薄 り 白 

くな つた 上 を、 静に 通って 行く ので ございます。 正 

体 は 知れて いても、 何しろ それに、 所が 山奥で ござい 

ものすご 

ましょう。 どうもね、 余り 美しく つて 物凄う ございま 

した ご 

と 鍩掛屋 が 私たちに 話した。 



颯と 屋根へ 掛る中 を、 汽車 は 音 もしない ように 静に 

うるし ま つ くら ごう こだま 

動き 出す、 と 漆 の ごとき 真暗な 谷底へ、 轟と 欲 する 

しず 力 

「行って いらっしゃ いまし ：：： お 静 に —— 」 

さき 

と 私 はつい、 目の前 を すれすれに 行く、 冷たそう に 

曇った 汽車の 窓の 灯 に 挨拶した。 ここ へ 二人き リ置 

いて 行かれる のが、 山へ 棄 てられる ような 気がして 心 

細かった からで ある。 

壇 は あるが、 深いから、 首ば かり 並んで 霧の 裡 なる 

線路 を 渡った。 

「ちょ つ と、 伺、，' ますが。 I 



「いや、 それ は 恐縮々々 ご 

「まことに 済みません。 発起人が この 様子で ご 

「飛んでも ない。 こういう 時 は 花道 を 歌で 引 込 むんで 

す、 柄に はありません がね。 何でした つけ、 …… 

さらしな 

わが 心なぐ さめ かねつ 更科ゃ 

姨捨 山に 照る 月 をみ て 

照る 月 をみ て 慰め かねつです もの、 暗い から 慰めら 

れて！ ^いわけです。 いよいよ 路が 分らなければ、 

ス テェシ ヨン 

停車場で、 次の 汽車 を 待って、 松 本まで 参りましょう。 

時間が あります から そこ は 気丈夫です。 」 

しかると ころ、 暗がりに 目が 馴れたの か、 空 は 星の 



上に 星が 重って、 底な く 晴れて いる —— どこの 峰に 

ふくりん おのず 

も 銀の 覆輪 はかから ぬが、 自 から 月の出の 光が 山の 

はだ とお いわ かけ かばいろ 

膚を 透す かして、 巌の 欠め も、 路の石 も、 褐色に 薄く 

蒼 味 を 潮して、 はじめ 志した 方へ 幽 ながら 見えて 来た。 

あか リ さき もみじ にじ 

灯 前 の 木の葉 は 白く、 陰なる 朱 葉の 色 も 浸む。 

たど 

かくして 迪 りついた 薄暗い 餛飩屋 であった。 

な， < すす 

何しろ 薄暗い。 …… 赤黒く どんより 煤けた 腰 障子の、 

もうろう 

それ も 宵ながら 朦朧と 閉 つていて、 よろず 荒 もの、 う 

おおき いびき 

どん あり、 と 記した 大な 字が、 鼾 を かいてい そうに 

見えた。 

きれい 

この 店の 女房が、 東京 もの は 清潔ず き だからと、 気 



「旅 はこれ だから ゆいんで す。 何も 話の種です。 …… 

話の種と 言えば ね、 小 村さん ご 

と、 探らない と 顔が 分らぬ。 

「は あご 

「何です か、 この辺に は、 あわれな、 寂しい、 物語が 

つきの よい ひな ものがたり 

ありそうな 処で すね。 あの、 月 宵 鄙 物語と いうの が 

あります、 御存じでしょう けれど ご 

「いいえ ご 

あさぎぬ 

「それ はね、 月見の 人に、 木 曾の 麻衣 まく リ手 したる 

坊さん、 というの が、 話 をす る 趣向に なって いるんで 

さらしな やま まか リ 

すがね。 (更科 山の 月見ん とて、 かしこに 罷 登りけ る 



おお い いわ ひじ お 

に、 大 なる 巌 にかた かけて、 肘 折れ 造りた る 堂 あり。 

たてまつ と やま 

観音 を 据え 奉 れリ。 鏡台と か 云う 外 山に 向いて、) 

…… と 云 うんです から、 今の 月見 堂の 事でしょう。 … 

…きっと この 崖の 半 腹に ありまし ようよ。 …… そこの 

ま とぎ 

高欄に おしか かりながら、 月 を 待つ 間のお 伽に とて、 

その はら やま とくさが り ふせやの さと 

その 坊さんが 話す のです が、 蘭 原 山の 木賊 刈、 伏屋 里 

ははき ぎ ふる かつら ち くまがわ さ ざれいし 

の 箒 木、 更科 山の 老桂、 千 曲 川の 細 石、 姨捨 山の 

うばのい し みだし 

姥石 なぞ ッて、 標題ば かりで も、 妙に あわれに、 もの 

寂しくなる のです。 皆 この辺の、 山々 谷々 の 事なん で 

なん 

しょう。 可に しろ、 

信 濃なる 千 曲の 川の さ ゾれ石 も 



「御免な せえ …… お 香の ものと、 媽々 衆が 気前 を 見せ 

ましたが、 取って おきの この 奈良漬、 こいつ あ 水 ぼく 

てち と 中で がす。 菜ッ 葉が 食えます よ。 長 蕪て ッて、 

ここら 一体の 名物で、 異に 食え まさ、 めしあがれ。 I 

I ところで、 媽々 衆の ことづてで すがな。 せっかく 御 

酒 を 一 つと 申された もの を、 やけな 御 辞退で、 何だか 

なんばん しびれぐ すリ 

ね、 南蛮 秘法の 痲痺 薬 …… あの、 それ、 何とか 伝 三 熊 

の 膏薬と か 言う 三 題 噺 を 逆に 行 つ たような 工合で、 

旦那 方のお 酒に 毒で も ありそうな 様子 合が、 申 訳が ご 

ざいません。 で、 居候の 私 に、 代理と して 一 杯、 いん 

えた だ 一 つ だけ。 おしるしに 頂戴して くれる ようにと 



とおり ぶしつけ まかり 

申 すんで、 や、 も、 御覧の 通、 不鎂 ながら 罷出 まし 

た。 実はね、 媽々 衆、 ああ 見えて、 浮気 もんで ね、 亭 

主 は 旅稼ぎ で 留守な り、 こちらのお 若い 方 のよう な、 

ぉッ こちが 欲し さに、 酒 どころ か、 杯を禁 つてお リま 

すんで ね。 は ッはッ は ッ。， - 

階 子の 下から、 伸 上った 声が して、 

「馬鹿な 事 を 言わね えもん だ ご 

と、 むきにな ると、 まるだしの 田舎な まリ。 

しんち ゆうだ い 

「 真鍮 台 め ご と 言った。 

「 真鍮 台 9 」 

とうす け 

聞く と …… 真鍮 台、 またの 名 を 銀 流しの 藤 助と 言う、 



ええ Si 泉で ございま すか、 名 は 体 を あらわす と 

やまな か 

か 言います、 とんだ 山中で、 …… 狼 温泉 —— 」 

みつみね さん 

「ああ、 どこか、 三 峰 山の 近所です かご 

と、 かって 美術学校の 学生時代に、 そのお 山へ 抜 参 

り をして、 狼よりも 旅費の 不足で、 したた か 可 恐い 思 

ききお じ か 

い をした 小 村さん は、 聞 怯 をして 口を入れた …… 嚙む 

がごと く 杯を銜 みながら、 

いぬ さま 

「あすこ じゃあ、 ぉ狗 様と 言わない と 山番に 叱られ ま 

すよ ご 

ほろ よ い かぶ リ ふ 

藤 助 は 真顔で、 微 酔の 頭 を 棹った。 

はる 力 

「途方 もね え、 見当違い、 山 また 山 を 遥 に 離れた、 峰々、 



ぼれ る、 稲 束の 根に 嫁菜が 咲いた といった 形。 ふつ さ 

リ とした，， 銀杏 返が 耳許へば らリと 乱れて、 道具 は少 

し 大き ゆうがす が、 背が すらりと している から、 その 

眉毛の 濃 いのも、 よく 釣合って、 抜ける ほど 色が 白い、 

ちと 大柄で はあります が、 いかにも 体つ きの 嫋娜な 

おんな 

婦 で、 

(今晩は。) 

と、 通掛リ に、 めし 屋へ 声を掛けて 行きました。 が、 

ぱっ た いま つ 

》 〔# 「火 + 發」、 174-2 と 燃えて る 松明の 火で、 おくれ 

毛へ、 こう、 雪の 散る のが、 白い、 その 頰を 殺ぐ よう 

で、 鮮麗に 見えて、 いたいたしい。 



むかいかぜ こうもり 

なくても、 雪 を 持った 向 風 にや、 傘 も 洋傘 も 持 切れ ま 

すめえ、 被り もしないで、 湯女と 同じ 竹の子 笠 を 胸へ 

うつむ ゆ 

取って、 襟 を 伏せて、 俯向いて 行きます。 …… 袖の 下 

いはい ともらい せしゅ 

に は、 お 位牌 を 抱いて 葬礼の 施主に 立った ようで、 こ 

しゃん 

う 〔# 「こう」 は 底本で は 「かう 匕 正しく 端然と した 処は、 

み ようす 

視る 目に、 神々 しゅう ございます。 何となく 容 子が 

あ 1:リ 

四辺 を 沈めて、 陰気 だけれ ど、 気高 いんで ございます 

よ。 

同じ 人間 もな …… 鑄 掛屋を 一人 土間で 飲ら して、 納 

戸の 炬燧に 潜 込んだ、 一 ぜん 飯の 婆々 媽々 などと 言う 

てあい 

徒 は、 お 道さん の (今晩は。) にた だ、 (ふわ、) と 言つ 



たきり だ。 顔 も 出さね え。 その (ふわ、) がね、 何の 事 

ち ぎ 

ァ ねえ、 鼠の 穴から 古 綿が 千 断れて 出た よう だ ご 

「ちと 耳が まいだ なご 

と 餛飩屋 の 女房が 口を入れた、 —— 女房 は 鍩掛屋 の 

話に 引かれて、 二階の 座に 加わって いたので ある。 

「そのかわり 大まかな もの だよ。 店の 客人が、 飲 さし 

の ニ合壜 と、 もう 一本、 棚より 引 攫って、 こいつ を、 

っッこ おんな 

丼へ 突 込んで、 しばらくして、 婦人た ちの あと を 追つ 

て ぶら りと 出て 行く のに、 何とも 言わね え。 山 は 深い 

旦那 方の おっしゃる、 それ、 何とかって、 山中 暦日な 

し じゃあね え、 狼 温泉なん ざ、 いつもお 正月で、 人間 



すっと こ 被りで、 

襟を敲 いて、 

「どんつ くで 出ました わ …… 見えが くれに 一, かく 段 取 だ 

さ き 

から、 急ぐ にや 当ら ねえ。 別して 先方 は 足弱 だ。 はて 

うつせみ おしどり なきがら 

な、 ここらに 色 鳥の 小鳥の 空蟬、 鴛鴦の 亡骸 と言うの 

いきお い 

が 有った つけと、 酒の 勢 、 雪なん ざ 苦になら ねえが、 

はなさき ほおかぶり か 

赤い 鼻 尖 を、 頰 被から 突出して、 へつ びり 腰で 嗅ぐ ェ 

よこ ひき じじい ぜに 

合 は、 夜 興 引の 爺が 穴 一 のばら 銭 を 探す よう だ。 余 

計な 事で ございま すがね —— 性が 知れち やい まして 

おんな 

も、 何だか、 婦の 二人の 姿が、 鴛鴦の 魂が スッと 抜 出 

したよう でな りません や。 この辺 だつ けと、 今度 は、 



やけく ず うずた か 

雪 まじりに 鳥の 羽より 焼 屑が 堆 い 処を見 着けて、 お 

たむ け ぴん ひとしずく 

手 向に ね、 壜の 口から お 酒 を 一 I 卞と 思い ましたが、 待 

てよ と 私 あ 考えた、 正覚坊 じゃァ あるめえ し、 鴛鴦が 

酒 を 飲む やら、 飲ね え やら。 いっその 事 だと、 手前の 

口へ ね、 喇叭と 遣った …… こうす り や 鳥の 精が めし あ 

がると 同じ 事 だと …… 何しろ 腹ン 中は鴛 鷲で 一 杯で ご 

ざいました ご 

女房が 肥った 膝で、 畳に 当って、 

「藤 助さん よご 

「ああ ご 

「酒の 話 じゃあない じゃあな いかね、 ねえ、 旦那 方 ご 



も 知れね え。 

で その 二人 は、 そう やって、 雪の 夜道 を 山 坂 かけて、 

おましめ 

どこへ 行 くんだ と 思 召す。 

ここ だて —— 旦那 ご 

いきつぎ ぐい あお 

藤 助 は 息 継に 呷と 煽 つ て、 

「この 二階から、 鏡台 山 を —— (少し 薄明 リが 映し ま 

ごゆる 

すぜ、 月が 出ましょう。 まあ、 御 緩り なさい まし、 )| 

I それ、 こうやって 視 るよう に、 狼 温泉の 宿 はずれの 

ねじむ 

坂から 横 正面と いった、 肩で こう 捻 向いて 高く 上を視 

る処 に、 耳 はねえ が、 あの トランプの ハ アト 形に 頭 を 

押 立った 梟 ケ嶽、 梟、 梟と 一 口に 称えて、 问嶽 と言う 



いのち ごし 

生命が け 一 一年 越に 思い詰め ている 技手の 先生 …… とも 

う 一人 は、 上 州 高 崎の 大 資産家の 若旦那で、 この 高 島 

田の お嬢さんの 婿さん と、 その 二人が、 いわれあって、 

て ぼ こ いしづき 

二人 を 待って、 対の 手 戟の石 突 をつ かないば かり、 洋 

びしゃもんてん ぞうちよ うてん し 

服 を 着た、 毘沙門天、 増長 天と いう 形で、 五体 を緊め 

い き 

て、 殺気 を 含んで、 呼吸 を 詰めて、 待 構えて いるんで 

がして な。 

お嬢さんの 方 は、 名 を 縫 子さん と言うんで、 申さず 

とも 娘 ツ子じゃありません、 こ リゃ御 新 姐 …… じゃあ 

ねえね I 若 奥様 ご 



白い 霜 を嚙ん でい ます。 

が、 陽の 赤い、 その 時 梟ケ嶽 は、 猫が 日向ぼっこ を 

わらじ きゃはん くすぐ 

したよう な 形で、 例の、 草鞋 も 脚絆 も櫟 つてえ。 …… 

うち 

満山の もみじの 中に、 もくりと 一 つ、 道 も 白く 乾いて、 

枯 草が ぼか ぼかす る。 …… 芳しい 落葉の 香の する 日 

の 影 を、 まともに 吸って、 くしゃみが 出そう なの を 

しかみ づら 

師ま 面で、 

(鍩掛 …… 錠前の 直し。) 

すく ッと 立った 電信柱に 添って、 片枝 折れた 松が 一 

株、 崖へ のしかかって 立って います、 天幕 張だろう が、 

掘 立 小屋だろう が、 人 さえ 住んで いれば 家業 冥利 …… 



(錶掛 …… 錠前 直し。) …… 

と、 天幕と その 松の あります、 ちょっと 小高くな つ 

つきやま 

た 築山て つ た 下 を …… 温泉 場の 屋根 を 黒く 小さく 下に 

見て、 通りが かりに、 じろ り …… 」 

ほっぺた たた 

藤 助 は、 ぎよろ リ としながら、 頰辺を 平手で 敲 いて、 

「この 人相 だ、 お前さん、 じろ りと よりか 言いよう は 

ねえて ね、 ト 行った 時、 はじめて 見た のが 湯女の その 

別嬪 だ。 お 道さん は、 半襟の 掛 つた 縞の 着 ものに、 

まえだれ がけ 

前垂 掛、 昼夜帯、 若い 世話女房 といった 形で、 その 髪 

あかぬけ うつむ そまつ 

のい い、 垢 抜の した 白い 顔 を、 神妙に 俯向いて、 麁末 

テ エブル よりかか 

な 椅子に 掛けて、 卓子に 凭掛 つて、 足袋 を 繕って いま 



したよ、 紺 足袋 を …… 

(錡掛 …… 錠前の 直し。) …… 

ちょっと 顔 を 上げて 見ました つけ。 直に、 じっと 足 

袋 を 刺す だて。 

い つや こまか 

動いた だけにな ぉ活 きて、 光沢 を 持った、 きめの 細 

な 襟 脚の 好 さなん と 言つ ちゃね え。 …… 通リ 切れる も 

ん じゃあね えてね、 お前さん、 雲 だか、 風 だか、 ふら 

ふらと 野道 山道 宿な しの 身の ほ まち だ。 

ひとこと 

一言ぐ らい 口 を 利いて、 渋茶の 一杯 も、 あのお 手 か 

らと 思いました がね、 ぎよ つと したの は 半分 焦げた な 

ま つ すぐ 

りで 天幕の 端に 真直に 立った 看板 だ。 電信局と して あ 



はは あ、 来る 道で、 向の 小山の 土手 腹に 伝わった、 

電信の 鋼線の 下 あたり を、 木の葉の 中に 現れて、 茶色 

の 洋服で 棒の ような もの を 持って、 毛虫が 動く ように 

ある み 

小さく 歩行いて いる 形を視 た。 …… 鉄砲 打の 鳥お どし 

かと 思った が、 大きに そんなの が 局員の 先生で、 この 

姉さんの 旦那 かも 知れね えよ。 

が 何しろ 留守 だ。 

(錡掛 …… 錠前 直し。) …… 

と 崖ぶ ちの 日向に 立った が、 紺 足袋の 繕い。 …… 雪 

の 襟 脚、 白い 手 だ。 悚 然とす る ほど 身に 沁みて なり ま 

せんや。 



はるか ききょう い ろ 

遥に 見える 高山の、 かげって 桔梗 色した のが、 すつ 

と 雪 を 被いで いるに つけても。 で、 そこへ まず 荷 をお 

ろしました。 

わらじ かえ 

(や、 えいと こさ。) と、 草鞋の 裏が 空へ 飜 るまで、 

やまばた 

山 端へ どっしりと、 暖かい 木の葉に 腰 を 落した。 

間 拍子 もき つかけ も 渡らね えから、 ソレ 向う の嶽の 

雪を視 ながら、 

(ああ、 降った る 雪 かな。) 

ひとりごと 

とか 何とか、 うろ覚えの 独 言 を 言つ てね、 お前さん 

がもう かくしょう 

(それ、 雪 は 鵝毛に 似て 飛んで 散乱し、 人 は 鶴 氅を着 

て 立つ て^ 徊 すと 言えり …… か。) 



寄せた 工合と いうの が、 あは ッはッ ご 

ふリ とおやま 

「見ない 振、 知らない 振、 雪の 遠山に 向いて、 ：：： 溶 

うしろ 

けて 流れて と、 唄って いながら、 後方へ 来る のが 自然 

と 分る ね、 鹿の 寄る のと は 違います。 …… 別嬪の 香 

きりょう 

がほんの りで、 縹緻に 打 たれて 身に 沁む 工合が、 温泉 

おんなが みさ ま あらわ 

の 女神 様が 世話に 砕けて 顕 れ たようで ございました 

ぜ。 …… (逢いた さに 見た さに) 何とか 唄って、 チヤ 

ンと 句切る と、 



(あの、 錶掛屋 さん。) 

と、 初音 だね。 …… 

み きびしよ 

視 ると、 朱塗の 盆に、 吸 子、 茶碗 を 添えて 持って い 

くろじゅす ひ つかけ おび あさぎ 

る。 黒糯 子の 引掛 帯で、 浅葱の 襟の その 様子が 何とも 

言えね え。 

いえ、 もう 一 つ、 盆の 上に、 紙に 包んだ 蝶々 という 

の ほ 

のが 載って いました。 …… それが ために 讃め るん じ や 

あねえ けれど、 掊ぇ ねえで、 なまめ いた もんでした ぜ。 

人 を 喰った こっちの 芳原 かぶりなん ざ、 もの 欲しそう 

きま 

で 極り が 悪くな つたく らいで。 

(へい、 へい、 へい、 こり や 奥様、 恐 入りました。) 



と わざとら しく も、 茶碗 をな、 両手で 頂かずに やい 

られ なかった。 

姉さんが、 初々 しい、 しおら しい 事 を、 お聞きな せ 

え、 ぼう ッ とな つ て、 

(まあ、 あんな 事、 私 は 奉公人 なんです よ。) 

さ、 その 奉公人 風情が、 生意気の よう だけれ ど、 唄 

をもう 一 つ 唄って 聞かして もらえまい か、 と言うん 

あつらえ 

じゃありません かい。 お 眺が 註文に はまった。 こん 

な処 でよ ろしければ、 山で 樹の 数、 幾つ だって 構 や あ 

しません と、 …… 今度 は (浮世 はなれて 奥山ず まい、 

恋 もりん 気 も 忘れて いたが、) …… で 御機嫌 を 取 結ぶ と、 



それよりか、 やっぱり、 先の (やがて 嬉しく 溶けて 流 

れて 合う のじ やわい な) の 方 を 聞かして 欲しい と、 山 

姫様、 御意 遊ばす ご 

ひきしま 

藤 助 は 杯で ちょっと 句切って、 眉 も 口 も引緊 つた。 

しめ かげん 

「旦那 方の 前で ございま すがね、 こう 中腰に、 X 加減 

のかい 帯 腰で、 下に 居て、 白い 細い 指の 先 を、 染めた 

草に つくよう にして 熟と 聞く。 …… 聞 手が、 聞 手 だ。 

唄う 方 も 身に つまされて、 これで もお 前さん、 人間 

づきえ え でい リ わか 

交際 もす り や、 女 出入 も 知らね え じゃあね え。 少ぃ時 

を 思い出して、 何となく、 我 身ながら 引 入れられて、 

…… 覚えて、 つい ぞ ねえ、 一 生に 一 度 だ。 較べ ものに や 



あなり ません が、 むかし 琵琶 法師の 名誉な のが、 こん 

な処で 草枕、 山の 神様に 一 曲 奏でた 心 持。 

と 姉さんが とけて 流れて 合う のじ やわい なと、 きき 

まつげ 

入りながら、 睫毛 を 長く うつむいて、 ほろ りと した 時、 

こつら も 思わず、 つい、 ほろ リ …… いえさ、 この 面 だ 

から ポタリと 出ました ご 

と 口で は 言い つ つ 声が 湿った。 

あ い かぎ 

「(つかん 事 を 聞きます けれど、 錶掛屋 さん、 錠の 合鍵 

を 頼まれて 下さいます か。) …… と 姉さんが ね。 

私 あこれ を 聞いて、 ボンと 両手 を拍 つた。 

このく らいつ く 事 は、 私の 唄が 三味線に つくよう な 



もん じゃあね え。 

(鍵が 狂つ たんで ございま すか い。) 

(いいえ、 無 いんです けれど。) 

うち 

(雑作 はが あせん、 煙草 三 服 飲む 間 だ。) 

そこで 錠前 を 見て、 という 事になる と、 ちと 内証事 

らしい。 …… しとやかな 姉さんが、 急に 何だか、 そわ 

みまわ 

ついて、 あっち こっち 朐 しました が、 高い 処 にこう 立 

つと、 風が 攫って、 すっと、 雲の上へ 持って行きそう 

で 危 ッ かしい ように 見えます。 

勿論 人影 は、 ぼッ つりと もない。 

テント きとが 

が、 それでも、 天幕の 正面から じゃあ、 気 咎めが し 



たと 見えて、 

(済みませんが、 こっちから。) 

ほころ 

裏へ 廻 わると、 綻びた 処が あるので。 ：：： 姉さん 

は 科よ く 消えた が、 こっち は自雷 也の 妖術に ァ リャァ 

リャ だね。 列 子と いう 身で 這 込みました。 が、 それ ど 

ころ じゃあね え。 この 錠前 だ と言うの を 一 見に 及ぶ と、 

おおがま かば 

片隅に 立 掛けた 奴 だが、 大蝦 蟆の 干物と も、 河馬の 

みいら たと しな つっぱ はげま だら 

木乃伊と も 譬えよう のね え、 皺び て 突 張って、 兀斑 の、 

大 古物の 大 かい 革 飽で。 

こいつ を、 古新聞で 包んで、 薄汚れ た 兵児帯で ぐる 

ぐると 巻いて あるんだ が、 結びめ は、 はずれて 緩んで、 



新聞 もば さりと 裂けた。 そこから それ、 煤 を 噴きそう 

つら あし ずい のぞ まっくろ 

な 面 を 出して、 蘆の 茎から 谷視 くと、 鍵の 穴 を 真黒に 

窪まして いる じゃァ ありま せんか。 

(何が 入つ ております え。) 

失礼な …… 人様の 革鞫を …… だが、 私 あつい、 うつ 

かり 言った。 

(あの、 旦那さん のお 大事な ものば かり。) 

(へい、 貴女の 旦那 様の？) 

(いいえ、 技師の 先生の 方です が、 その 方のお 大事な 

ものが 残らず、 お 国で おかくれに なりました 奥様のお 

骨 も、 たったお 一人 ツ子の、 かけがえのない 坊ち やま 



のお 骨 も、 この 中に 入って いらっしゃ るんで すって。) 

と、 こう 言 うんです ね。」 

小 村さん と 私 は、 黙って 気 を 引いて 瞳 を 合した。 

藤 助 は 一 息つ いて、 

「それ を 聞いて、 安心 をした くらいだ。 技師の 旦那の 

奥様と 坊ち やまのお 骨と 聞いて、 安心した も、 おかし 

な もので ございま すがね、 一軒家の 化 葛籠 だ、 天幕の 

うち 

中の 大革鞫 じゃあ、 中に 何が 入って るか 薄 気味が 悪 

かったんで。 

(へい、 その 鍵 をお なくしな すった …… そいつ はお 困 

りで、) 



—— 実は この 時から 数えて 前々 年の 秋、 おなじ 小 村 

つれ 

さんと、 (連が もう 一人あった。) 三人 連で、 軽 井沢、 

うすい うち 

碓 氷の もみじ を 見た 汽車の 中に、 まさしく 間違うまい、 

これに 就いた 事実が あって、 私 は、 不束ながら、 はじ 

め、 淑女 画報に、 「革 鞠の 怪ご 後に 「片袖 ご と 改題し 

うち 

て、 小 集の 中に 編んだ 一 篇を 草した 事が ある。 

確に 紫の 袖の 紋も、 楊 羽の 蝶と 覚えて いる。 高 島 

はなこう が い ようちょう 

田に 花 笄 の、 盛装した 嫁入 姿の 窈窕 たる 淑女が、 そ 

の 嫁御 寮に 似 もっかぬ、 卑しげ な慳の ある 女親 まじり 

に、 七 八 人の 附添 とともに、 深 谷 駅から 同じ 室に 乗組 



は 瓦 の 黄昏る る ごとく 色 を 変えながら、 決然たる 態 

度で、 同室の 御 婦人、 紳士の 方々、 と 室内に 向って、 

かすれ ごえ 

掠 声して 言った。 …… これなる 窈窕 たる 淑女 ( —— 

ことば 

私 もこ こに その 人物の 言った 言 を、 そのまま 引用し 

たので あるが) 窈窕 たる 淑女の はれ 着の 袖 を 侵した の 

は 偶然の 麁匇 である。 はじめは 旅行 案内 を摑 出して、 

それ を投 込んで 錠 を 下した 時に、 うつかり 挟んだ もの 

と 思われる。 が、 それ を 心 着いた 時 は —— と 云って 

垂々 と 額に 流る る 汗 を 拭って —— ただ 一 瞬間に 千万 無 

ばんごう 

量、 万劫の 煩悩 を 起した。 いかに 思い、 いかに 想って 

も、 この 窈窕 たる 淑女 は、 正しく 他に 嫁 せらる るので 



獄門で ない、 牛 裂の 極刑で もない。 この 片袖を 挟んだ 

古 革鞫を 自分に ぶら下げさせて、 嫁御 寮の あとに 犬の 

ごとく 従わせて、 そのまま 今日の 婿 君の 脚下に 拝し 

ひざまず よし こうむ 

跪 かせら るる 事で ある。 諾、 その 厳罰 を 蒙り ましよ 

う、 断じて 自分 はこの 革鞫を 開いて 片袖は 返さぬ ので 

きじょ 

ある。 ただ、 天地神明に 誓う の は、 貴女の 淑徳と 貞潔 

である。 自分 は 生れて より 今に 及んで、 その 姿 を視た 

ぜん 

の はわず かに 今より 前、 約 三十 分に 過ぎない、 …… 包 

ましく さし うつむかれた 淑女 は、 申す まで もな く、 自 

分に 向って 瞳 を も 動かされなかった 事 を 保証す る、 I 

I 謹んで 断罪 を 待ちます …… 各位。 



吶々 として、 しかも 沈着に、 純真に、 縷々 この 意味 

ごうごう うち 

の 数千 言 を 語った のが、 轟々 たる 汽車の 中に、 あたか 

しの 

も 雷鳴 を 凌ぐ、 深刻なる 独白の ごとく 私たちの 耳に 響 

いた。 

あまた ののし 

附 添の 数多の 男女 は、 あるいは 怒り、 あるい 罵り、 

あるいは 呆れ、 あるいは 呪詛 つた。 が、 狼狽した の は 

t 力え に •< ず 

一様で ある。 車 外に は 御 寮 を迎の 人数が 満ちて、 汽 

車 は 高 崎に 留まろうと したので あるから …… 

めいもく 

既に 死灰の ごとく 席に 復 して 瞑目した 技師が その 時 

再び 立った。 ここに 手段が あります、 天が 命ずる にあ 

らず、 地が 教 うるに あらず、 人の 知れる にあらず、 た 



だ 何もの の 考慮と も 分らない 手段で ある …… すなわち 

ナイフ わたくし 

小刀 を もって 革鞫を 切開く 事な のです。 …… 私 は 拒 

みません。 刀 もの は 持 合せました、 と 云って、 鞘をパ 

チンと 抜いて 渡した の を、 あせって 震える 手に 取って、 

けんそう きつ さいぎ 

慳 相な 女親が 革 鞠の 口 を 切 裂こうと して、 屹と 猜疑の 

瞳 を 技師に 向く ると 同時に、 大革飽 を、 革飽 のま ま提 

げて、 そのまま 下車しょう とした 時であった。 

「いいえ！」 

ひとこと 

と 一 言、 その 窈窕 たる 淑女 は、 袖つ け を ひしと 取つ 

ひっき ひ なが じゅばん ぱ つ 

て、 びりびりと 引 切った。 緋の長 襦袢が※ 〔# 「火 + 發」、 

192-2 と 燃える、 片身 を 火に 焼いた ように 衝と 汽車 を 



藤 助 は 語り継いだ。 

ねえ 

「姉さんが、 そうすると …… 驚いた ように、 

(あれ、 それ を 見ち や 不可ません。) 

(や あ、 つい 麁匇 を。) 

と、 何事 も 御意の まま、 頭 をす くめて 恐縮 をし ます 

とね、 低声に なって 気の毒 そうに、 

(でも、 あの、 そういう 私が、 密と 出して、 見た いん 

でございます。) 

(そこで 鍵が 御 入用。) 

(ええ、 です けど、 人様の もの を、 お許し も 受けない 



で、 内証で 見て は 悪う ございましよう ねえ。) 

(何、 開けたら また 閉めて おきや あ、 何でも あり やし 

ません や。) 

とその 容子 だもの、 お前さん、 何 だって 構 やしませ 

ん。 —— お 手軽 様に 言って 退ける と、 口に 袖 を あてな 

あとさき 

がら、 うっかり 釣 込まれた ような 様子で ね、 また 前後 

を視 ました つけ。 

(では、 ちょっと 今のう ち 錶掛屋 さん、 あなたお 職 柄 

こしら さき 

で 鍵 を 捲え るより 前に、 手で 開ける わけに は 参リま 

せんの。) 

ぶるぶる ぶる …… 私 あ、 頭と 嘴 を 一 所に 振った。 



めえ まぶた 

旦那の 前 だが、 …… 指 を 曲げて、 口 を 押えて、 瞼へ 指 

の 環 を 当が つて、 もう 一度 頭を掉 つた。 それ、 鍵の 手 

や 、 ナね 

は、 内証で 遣っても、 たちまち お目玉。 …… 不可え て 

んだ、 お前さん。 

ごはっと 

(御法度 だ。) 

と 重く 持たせて、 

(では ござれ ども、 姉さんの 事 だ、 遣ら かしゃしょう、 

おおた て ひき かたみ 

大達 引。 奥様のお 記念 だか、 何だか 知らね え。 成程 こ 

いつ あ、 そのな、 へッ へッ、 誰 方 かに 向っての 姉さん 

の 心意気 では …… お 邪魔になる で ございましよ うよ。 

奥歯に ものが 挟まった つて 譬 はこれ だ。 すっぱり、 



ぶち ま 

打開け てお 出しな せえ まし。) 

(いえ、 あの、 開けて 出す よりか、 私が 中へ 入りたい。) 

あど け にっこり 

と 仇 気な く莞爾 すら、 チェ ー した もんだ。 

(御 串戯 で、 中へ 入る と、 恐怖え、 その 亡くなった 奥 

さんの 骨が あるん じゃありません かい。) 

まね 

(もう、 私 は、 あの、 奥 さまの、 その 骨に なりたい の。) 

ああ、 その 骨に なりたい か、 いや、 その 骨で こっち 

くらげ 

は 海月 だ、 ぐに やりと なった。 

(御 勝手 だ。) 

(あれ、 そのかわりに 奥 さまが、 活 きた 私に おなん な 

きりょう 

さる、 容色 は、 たとえ こんなで も。) 



(御 勝手 だ。 いや、 御法度 だね。) 

(そんな 事 を 言わな い で、 後生です から、 錶掛屋 さん。 ) 

(開けます よ。 だが ね …… ) 

と、 一 つ 勿体で、 

(こいつ あ 口伝 だ、 見ち や 不可え、 目 を 瞑って いてお 

くんなさい。) 

(はい。) 

(もっと。) 

(はい。) 

(不可え 不可え、 薄目 を 開け てら。) 

(まあ、 では 後 を 向きます わ。) 



(引し まって、 ふつく りと 柔 かで、 ああ、 堪ら ねえ 腰 

附 だ。) 

(可 厭 …… 知りません よ。) 

じょうだん 

と 向 直る と、 串戯 の 中に しんみりと、 

(あれ、 ちょっと 待って 下さい まし。 いま 目 をふさい 

ゆるし 

で 考えます と、 お 許がない のに 錠前 を 開ける の は、 ど 

せいもん 

う も 心が 済みません。 神様、 仏様に、 誓文して、 悪い 

心で なくっても、 よくない 事 だと 存じます。) 

わつ し まじめ 

私 も 真面目に うなずきました。 

(でも、 合鍵 は掊 えて 下さい まし、 大事に それ を 持つ 

ていて、 …… 出来るだけ 我慢 はします けれども、 どう 



いのち 

しても 開けた くって なら なくなりました 時に、 生命に 

かえても、 開けて 見とう ございます から。) 

とまり 

晚の泊 は どこ だって 聞きます から、 向う の 峰の 日 

脚 を 仰向いて、 下の 温泉 だと 云います とね、 双葉 屋の 

女中 だと、 ここで 姉さんが 名 を 言つ て、 お 世話し ましよ 

はずみ 

うと、 きつ い^ 奮 さ。 

御旅館な ど は 勿体ね え、 こち とら 式が と木賃 がると、 

ひとけ 

今頃 はから あきで、 人気が なくって 寂しい くらい。 で 

も、 お 一方 —— 一昨日から、 上 州 高 崎の 方 だそう だけ 

すくな 

れど、 東京に も少 かろう、 品の いい 美しい、 お嬢さん 

おくさま わか 

だか、 夫人 だか、 少ぃ 方が お 一方 …… 」 



「お 一 方？」 

さ 

と、 うつか リ 訊いて 私 は 膝 を 堅う した。 —— 小 村 さ 

んも 同じ 思い は 疑いない。 —— あの 時、 その 窈窕 たる 

御 寮が、 汽車 を棄 てた の は、 かしこで、 その 高 崎で あつ 

た。 

「さようで。 —— お 一 方 御 逗留、 おさみ しそうな その 

方に も、 いまの 立山が 聞かせた いと、 何となく そのお 

一方が、 もっての 外気になる ようで、 妙に 眉の あたり 

を 暗く しました つけ、 熟と 日の かげる 山を視 めた が、 

(ああ。 鍩掛屋 さん。) 

と慌 しい。 …… 皆まで 聞かず と 飲 込んだ、 旦那 様 



帰リ引 〔# 「引」 は 小文字〕 と …… ここら は 鵜 だてね、 

テント あいめ や まっぱな ひきさが 

天幕の 逢 目 を ひよこり と 出た。 もとの 山 端へ 引退り、 

つかまつ 

さらば 一 服 仕 ろう …… つぎ 置の 茶の 中には、 松の 落 

もみじ 

葉と 朱 葉が 一 枚。 …… 」 

(ああ、 腹が減った …… ) 

と 色気の ない 声 を 出して、 どかり と 椅子に 掛けた の 

しま ちゅうぶる 

は、 焦 茶色の 洋服で、 身の 緊 つた、 骨格の いい、 中古 

の 軍人と いった 技師の 先生 だ。 —— 言うまでもなく、 

立 野 竜 三 郎は渠 である —— 

(減った、 減った、 無茶に 減った。) 



と、 いきなり 卓子の 上の 風呂敷 包み を 解く と、 中が 

古風に も 竹の子 弁当。 …… 御存じ は ございますまい、 

三組の 食 籠で、 畳む と 入 子に 重る やつでね。 案ずる 

まで もありません や、 お 道 姉さんが 心 入れのお 手料理 

か 何 か を、 旅館から 運 ぶんだ ね。 

うま ありがた 

(うまい、 ああ 旨い、 この 竹輪 は 骨がなくて 難 有い。) 

余り 旨そう なので、 こっち は 里心が 着きました。 

建 場々々 で 飲酒り ますから、 滅多に 持 出した 事の ない 

仕込の 片餉、 油 楊の 煮染に 沢庵と いうの を、 もくもく 

と頰 張り はじめた。 

お 道さん が 手拭 を 畳んで ちょっと 帯に 挟んだ、 



茶 汲 女と いう 姿で、 湯 呑 を 片手に、 半身で 立って 私 

の 方を視 ましたが ね。 

だんなさん 

(旦那 様 …… あの、 錶掛屋 さんが、 お 弁当 を 使います 

ので、 お茶 を 御馳走いた しました。 …… お盆がなくて 

手で 失礼で ございます。) 

と 湯気の 上る 処を、 卓子の 上へ 置 くんで ございます 

がね、 加 賀の赤 絵の 金々 たる もの なれ ども、 ねえ、 湯 

呑 は 嬉しい 心意気 だ。 

(何、 錶掛 屋。) 

と、 何だか、 気 を 打った ように 言って、 先生、 扁平 



い 肩で 捻じて、 私の 方を視 きました が、 

(や あ、 御馳走 はあります か。) 

とか すれ 笑い をし なさ るんだ。 

(へ ッ、 へ ッ。) と、 先 はお 役人 様で がさ、 お世辞 笑 

をした ばかりで、 こちら も 肩で 捻 向く 面 だ、 道 陸 神の 

首 を 着換えた という 形 だてね。 

(旨い。) 

姉さんが 嬉しそうな 顔 をしながら、 

(あの、 電信の 故障 は、 直りまして ございま すか。) 

(うむ、 取 払った よ。) 

と頰 張った 含 声 で、 



(思 つ たより 余程 さきだ つ た。 ) 

はは あ、 電線に 故障が あって、 障る ものの 見当が 着 

いた 処 から、 先生、 山 めぐりで 見廻つ たんだ。 道理 こ 

また ざお 

そ、 いまし 方 天幕へ 戻って 来た 時に、 段々 塗の 旗竿 を、 

北極 探検の 浦 島と いった 形で 持って いて、 かたりと 立 

掛けて 入ん なすった。 

(どうかな つてい ましたの。) 

(変な もの …… 何、 くだらな いものが、 線の 途中に 

ひ つ からま 

引搦 つ て …… ) 

カラ リと箸 を 投げる 音が 響いた。 

(うむ、 来た。 …… ト— ン、 ト— ン …… 可し。) 



お 道さん の 声で、 

(旦那 様、 何ぞ御 心配な 事で は ございません か。) 

一 口が ぶりと 茶 を 飲んで、 

つま よそ も 

(詰らぬ 事 を …… 他所へ 来た 電報に、 一 々気 を 揉んで 

たま 

いて 堪る もんです か。) 

さ つ き 

(でも、 先刻、 この 電信が 参りました 時、 何です か、 

お 顔の 色が …… ) 

( …… 故障の ためです よ、 青天井の 煤 払 は 下さり ませ 

ん からな、 は、 は。) 

と 笑った。 

坂 を するすると 這 上る、 蝙蝠 か、 穴熊の ような のが、 



衝と 近く 来る と、 海 軍帽 を 被った が、 形 は 郵便の 配達 

夫 —— 高等 二 年ぐ らいな 可愛い 顔の 少年が、 ちゃんと 

うやう や 

恭 しく 礼 をした。 

(ああ、 ちょうど いま 繫 つた。) 

(どうした 故障で ございま すか。) 

と 切 口上で、 さも 心配 をしたら しい。 たのもしい 

じゃあ ございま せんか。 

あみかけば ま 

(網掛 場の 先の 処だ、 烏 を 蛇が 捲いた なりで、 電線に 

ひっから ま ひきく わ 

引搦 つて 死んで いたんだ よ。 烏が 引啣 えて 飛ぼうと 

おおき 

したんだろう …… 可な リ大な 重い 蛇 だから、 飛 切れ 

ないで 鋼線に 留 つた 処を、 電流で 殺され たんだ。 ぶら 



下った 奴 は、 下から 波 を 打って 鎌首 を もたげた なりに、 

くろこげ 

黒 焦に なって いた —— 君、 急いで くれ 給え、 約 四時 間 

延着 だ。) 

(はつ。) 

と 云って 行く の を、 

(ああ、 時さん。) 

とお 道さん は 沈んで 呼んだ。 が、 寂しい 笑顔 を 向け 

直して、 

き 

(配達さん —— どこへ …… ) と 訊いた。 

たちと ど まつ み 

少年が 正しく 立 停ま つ て、 畳んだ 用紙 を 真す ぐに 視 

て、 



(狼 温泉 II 双葉 館 方 …… 村 上 縫 子 …… ) 

(そして どちらから。 ) 

(ャ ホ次郎 —— 行って 来ます。) 

(そんな 事 を 聞く もん じゃあな い。) 

(ああ、 済みませんでした。) 

(何、 構わない ような もん じゃある がね —— どっこい 

しょ。) 

テ エブル 

がた、 がたん と 音が する。 先生、 もう 一 つの 卓子 を 

とつく いきおい 

引 立って、 猪と 取組む ように 勢 よく 持って 出る と、 

お 道さん はわけ も 知らない なりに、 椅子 を 取って 手伝 

ヽ *LC 、、ゝ ？ 、 

レる 力/ ら 



(どう 遊ばす の。) 

くさ つばら 

と 云う うちに、 一 段 下りた 草原 へ 据えたん で ござ 

いますが ね、 —— わけ も 知らずに 手伝った、 お 道さん 

の 心 持 を、 あとで 思う と 涙が 出ます ご 

と 肩 もげつ そりと、 藤 助 は 沈んで 言った。 …… 

「で、 何で ございま すよ どう 遊ばす のかと、 お 道 

さんが 言う と、 心 待、 この 日暮に はこ こに 客が あるか 

も 知れん と、 先生が 言います わ。 あれ、 それじゃ こん 

な 野天で なく、 と、 言おう じゃあ ございま せんか。 

まちが い 

(いや、 中で 間違が あると ならん ので。) 

(え、 間違と おっしゃって。) 



とお 道さん が、 ひったり 寄った。 

(私 は、) 

と 先生 は、 肘で 口の端 を横撫 して、 

(髯 もまず いが、 言う 事が まずくて 不可んで す。 間違 

じゃあない、 故障です、 素人 は 気な しだから して、 あ 

んな 狭い 天幕の 中で、 器械に でも 障って、 また 故障に 

でもなる と 不可ん の だ。 決して 心配な 事で はない ので 

す、 —— さあ 飯 だ、 飯 だ。) 

と 今度 は なぜか、 箸 を 着けずに 弁当 をし まい かけて、 

…… 親方の 手前 も ある、 客に 電報が 来た 様子で は、 ま 

おまえ 

た 和 女の手 も 要る だろう、 余り 遅くなら ない うちにと、 



懇 に 言う と、 

(はい、 はい。) 

すなお 

と 柔順に 返事す る。 片手間に、 継 掛けの 紺 足袋と、 

ねまき 

寝 衣に 重ねる 浴衣の ような 洗濯 もの を 一 包、 弁当 をぶ 

わら yl-- っリ しぢし お 

ら 下げて、 素足に 藁 草履、 ここら は、 山家で —— 悄々 

と 天幕 を 出た 姿に、 もう 山の 影が 薄暗く 隈を 取って 映 

りました。 

(今、 何時だろう。) 

と 天幕 口へ 出て、 先生が 後 姿 を 呼び ましたね。 

( …… 四時 半 頃に もな りましょう か。) 

とま 

(時計が 止った よ —— 気をつけて おいで。) 



と大な 懐中時計と、 旗竿の 影 を、 すつ くり 立って、 

かた ほ じつ なが 

片頰 夕日 を 浴びながら、 熟と 落着いて 視 めて いなさる _ 

…… 落着いて 視 ちゃ あいなす つたが、 先生 少々 どうか 

なさり やしね えの かと 思った の は、 こう 変に 山が 寂し 

とおりま しじ ま あんばい 

くな つて、 通 魔で もしそう な、 静寂の 鐘の 唄の 塩梅。 

てんぐ だお し こだま 

どことなく ドン —— と 響いて 天狗 倒の 木精と 一 所に、 

うち 

天幕の 中 じゃあ、 局の 掛 時計が コト リコ トリと 鳴り ま 

したよ。 

お 地蔵 様が 一体、 もし、 この 梟 ケ嶽の 頭 を 肩へ 下り 

わつ し 

口に 立って ござる。 私 ども は、 どうかす ると 

いちん ちう ち かか なつか 

一 日の 中に や 人間の 数より 多くお 目に 掛る、 至極 可 懐 



しいお 方 だが …… 後で 分りました。 この 丘 は、 むかし、 

小さな 山寺が あ つ た あとだ そうで、 そう 言 や 草の 中に、 

つた こみち やまぶ ところ 

崩れた 石の 段々 が 蔦と 一 所に、 真下の 径 へ、 山懐へ 

まとって います。 その 下の 径と いうの が、 温泉宿 入り 

の 本街道 だね。 

お 道さん が、 帰リ がけに、 その 地蔵 様 を 拝みました。 

石の 袈裟の 落葉 を 払って、 白い 手 を、 じっと 合せて、 

しばらくして、 

(また、 お 目に かかります。) 

と 顔 を 上げて、 

(後程に I— ) 



わか だんな いんぎん 

少ぃ 紳士が 慇憝 に、 

(失礼です が、 立 野 竜三郎 氏で いら つし や います か。 ) 

こうむ わたくし 

(さよう、 お尋ね を 蒙りました 竜 三郎、 私 であり ま 

す。) 

(申しお くれました、 私 は 村 上 八 百 次郎と 申す もので 

す。 はじめてお 目に かかります …… 唯今、 名剌 を。) 

(いや。) 

と 先生、 卓子の 上へ 両手 をず かと 支いて、 

ぜん 

(三年 前から、 御 尊名 は、 片時と いえ ども 相 忘れ ませ 

ん、 出過ぎ ましたが、 ほぼ、 御 訪問 〔# 「訪問」 は 底本 

ごようむ き 

では 「訪門 匕 に預 りました 御用 向 も 存じて おります。) 



と、 少 いのが 少し 屹 となって、 

(用 向 を 御存じで すか？) 

(まず、 お掛け 下さい。) 

と 先生 は、 ド カリと 野天の 椅子に 掛けた。 

何となく 気色ばんだ 双方の 意気込が、 殺気 を 帯びて 

四辺 を 払った。 この 体 を 視た私 だ。 むかし 物語に よ 

ほこら すご 

くあります、 峰の 堂、 山の 祠で、 怪しく 凄い 神た ちが、 

神 つどいに つどわせ たという 場所へ、 破戒 坊主が、 は 

い 蹲った という 体で、 可 恐し 可 恐し、 地蔵 様の 前に 

踞ん で、 こう、 伏 拝む 形 をして、 密と視 たんで。 

あら J こ 

先生 は更 めて、 両手 を 卓子に つき 直して、 



「 — 受信人、 …… 狼 温泉 二葉 屋方、 村 上 縫 子、 発信 

人 は 尊名、 貴 姓であります。 

コンニ チゴゴ ック。 ョ ウイ (今日 午後 着く。 用 

意)」 

と 聞き も 済まさず、 若い 紳士 は、 斜に衝 と 開いて、 

身構えて、 

(何、 私信 を 見た 上、 用件 を 御 承知に なりました な。) 

「偏に 申 訳 をいた します。 電報 を 扱います 節、 文字 

は 拾います が、 文字 は 普通 …… 拾います が、 職務の 徳 

義 として、 文字 は 綴りましても、 用件 は 記憶し ません。 

しかると ころ、 唯今 申 上げました (コン 二 チゴゴ ック、 



ョ ウイ) で、 不意に 故障が 起り ました、 幾度 も 接続 を 

試みます うちに、 うかと 記憶に 残ったの です。 のち 四 

時間、 やっと 電線が 恢復して (ヨキ 力) と 受信し まし 

たのです。 謹んで 謝罪いた します ご 

おもて から せき 

と 面 を 上げ、 乾びた 咳して、 

「すなわち、 受信人、 狼 温泉、 二葉 屋方、 村 上 縫 子。 

発信人、 尊名、 貴 姓、 すなわち、 (今日 午後 着く。 用意 

よき か。)」 

(分りました。) 

と静に 言う 時、 ふと 見返った 目が、 私に 向いた、 

と 一 所に な …… 先生の 眼 も 光りました。 



おび ぞっと 

怯えて 立った ね、 悚 然した。 

荷 を 担いで、 ひょうろ、 ひよ ろ。 

ま つ 

ようやく 石段の 中 ほどで、 吻と 息をして 立った 処が、 

うすくれ あい すご うぬな り 

薄暮 合の 山の 凄 さ。 …… 天秤 かついだ 己が 形が、 何で 

ございま すかね、 天狗 様の 下男が 清水 を 汲みに 山 一 つ 

彼方へ といった 体で、 我ながら、 余り 世間離れ がした 

心細 さに、 

(ほつ、) 

と 云った が、 声 も、 ふやける。 肩 を かえて 性根 だめ 

しに、 そこで 一 つ …… 

(錶掛 —— 錠前の 直し。) —— 



たいまつ 

その 火鉢へ、 二人が 炬火 を さし 込みました わ。 丁 ふ 

さり 臥って、 柱の ように 根 を 持って、 赫と 燃えます。 

その 灯で、 早 や 出端に 立って 出かかった 先生方、 左右 

がんせき 

の 形 は、 天幕が そのままの 巌 石で、 言わね え 事 じゃあ 

さんじん 

ねえ、 青く また 朱に 刻みつ けた、 怪しい 山 神に、 そつ 

くりだね。 

ッッと あとへ 引いて、 若い 紳士が、 卓子に、 さきの 

席 を 取って、 高島田の 天人 を、 

(縫 子さん。) 

と 呼びました。 

ふきながし 

御 婦人が、 髪の 吹 流 を 取った、 気高い 顔 は、 松明の 



いきいき 

火に 活々 と、 その 手拭で、 お 召の コ オトの 雪 を 払って 

いなす つたけ、 揺れて 山茶花が 散る よう だ。 

(立 野さん に 御 挨拶 をなさい。) 

(唯今。) 

と 静 に 言つ て、 例の 背後に 掛けた 竹の子 笠 を、 紐 を 

解いて、 取り ましたが、 吹 添って、 風 は あるのに、 気 

で 鎮めた かして、 その 笠が 動き もしません。 

卓子の 脚に、 お 道さん のと 重ねて 置いて、 

(貴方 —— 御機嫌よう。) 

(は。) 

と 先生 は 一 言 云った きり、 顔 も 上げないで、 めり 込 



むように 深く 卓子の 端に ついた 太い腕が 震えた が、 そ 

れ より 深いの は、 若旦那の 方の 年紀 とも 言わない 額に 

しわ っヌリ 

刻んだ 幾 筋 かの 皺で、 短く 一 分 刈 かと 見える 頭 は、 坊 

おった おおき 

さんの ようで、 福々 しく 耳の 押 立って 大 いのに、 引 

締 つた 口が 窪んで、 大きく 見える まで、 げっそりと 頰 

の 肉が 落ちて いる。 

おくさん 

(夫人。) 

と 先生 はう つむいた ままで、 

(再び、 御機嫌のお 顔 を 拝す る こと を 得まして、 私 

まのあたり 

一代の 本懐です。 生れつきの 口不調法が、 かく 眼前に、 

貴方のお 姿に 対しまして は、 问も申 上げる 言 を 覚え 



ません、 ただし かし、 唯今。) 

と、 よろめいて 立って、 椅子の 手に 鎚 りました。 

ひとこと 

(唯今、 一 言 御 挨拶 を 申 上げます。) 

ひっかか 

と 天幕に 入る と、 提げて 出た、 卓子 を 引 抱えた よう 

な もので はない、 千 扨の 重さに 堪えない 体に、 大革鞫 

といき つ 

を 持った 胸が、 吐 呼吸 を浪に 吐く。 

r* の 

それと 見る と、 簑を 絞って 棄 てました、 お 道さん が 

手 を 添えながら、 顔 を 見ながら、 搦ん で、 鏈れ て、 うつ 

かりした ように 手伝う 姿 は、 かえって、 あの、 紫の 片 

袖に 魂が 入って、 革飽を 抜けた ように 見えました。 

さが 

ずしり と、 卓子の 上に 置く と、 …… 先生 は 一足 退つ 



て、 起立の 形で、 

(もはや、 お 二方に 対しまして は、 …… 御 夫婦に 向い 

まして は、 立って 身 を 支える にも 堪えません、 一刻 も 

にんちく おこない 

早く この 人畜の 行為に 対する、 御 制裁 を 待ちます。 即 

時に 御 処分の ほど を 願います。) 

若旦那が、 

(よろしい か。) 

とちと 甘い ほどな、 この場合 優しい声で、 御 夫人に 

言いました。 

(はい。) 

と、 若 奥様 は 潔、，/ 



若旦那 はまつ すぐに 立直って、 

(立 野さん。) 

( ) 

(では、 御 要求 をいた します。) 

(謹んで 承ります、 一点と いえ ども 相 背き はいたし ま 

すま レ ) 

(そこに、 卓子の 上に 横にお 置きなさい ました、 革鞫 

を、 縦に まっすぐに お直し 下さい。) 

(承知いた しました —— いやいや 罪人の 手伝 をして は、 

お 道さん、 汚れる ぞ。) 

と 手伝 を 払って、 しっかと その 処へ据 直す。 



あなた ぉリ かさな 

(立 野さん。 貴下 は 革飽の 全形と 折 重 つて、 その 容 

量 を 外れない 範囲 内に お立ち 下さい。 縫 子が 私の 妻と 

して、 婚礼の 日の 途中、 汽車の 中で。) 

と 云う 声が 少し 震えました。 

せめ 

(貴下に、 その 紫の 袖 を 許しました、 その 責に 任ずる 

ために、 ここに 短銃 を 所持して おります、 —— その 短 

銃 を もって ここに 居て 革飽を 打ちます。 弾丸 を もって 

い き うちき 

錠前 を 射 切る のです。 錠前 を 射 切って、 その 片袖を I 

I 同棲 三年 間 —— まだ 純真なる 処女の 身に して、 私の 

ために 取 返 すんで す。 袖が 返る とともに、 更 めて 結 

婚 します。 夫婦になります。 が、 勿論し かし、 それが 



法 を 的に 切り ましたが、 ここで 実物 を 拝見し ますと、 

おおき 

その 大 さと 言い、 錠前の ある 位置と 言い、 ほとんど 寸 

分の 違い もありません。 …… 不思議です。 …… 特に 奇 

しき 

蹟と 存じます の は、 —— 家の 地続き を 劃って、 的 場 を 

建てました のです が、 土地の 様子、 景色、 一本の 松の 

形、 地蔵の あるまで。) 

—— 私 はす くんだ ね —— 

(夢の ようによ く 似て います。 …… 多分、 皆お 互に、 

こうした 運命 だと 存じます。 …… 短銃 は 特に 外国に 註 

文して、 英国 製の 最 優良な の を 取 寄せました。 連発で 

すが、 弾丸 はた だ 一 つし か 籠め てありません、 きっと 



仕損じますまい。 しかし、 御 覚悟 を 下さい まし。 

もっとも 革飽と 重って お立ち 下さい ますのに、 その 

間隔 は、 五 間、 十 間、 あるいは 百 間、 三百 間、 貴下の、 

お 心に 任せます。 要はた だ、 着弾距離 をお 離れに なり 

ません 事です。) 

( 一 歩 もこ こ を 動きません。) 

こまぬ 

先生 は、 拱いた 腕 を 解いて 言いました ぜご 

そうだろうと、 私たち も 思った ので ある。 

十 



たま 

「堪ら ねえ やね。 お前さん。 

わつ し えてん ぼ うね はいだ 

私 ぁ猿坊 のように、 ちょろ リと影 を 畝って 這 出して 

そこに 震えて 立って いる、 お 道 姉さんの 手に 合鍵 を 押 

つけた。 早く 早く、 と 口 じゃあ 言わね えが、 袖 を 突い 

た。 

ふところ 

—— 若 奥様の 手が、 もう 懐中に 入った 時で ございま 

すよ。 

(御免 遊ばせ。) 

す 力 

と鎚リ つくよう に、 伸 上って、 お 道さん が 鍵 を 合せ 

すべ 

合せす るの が、 あせる から、 ツル ツルと 二三 度 ヒリ ま 

した。 



(ああ、 ちょ つ と。) 

と 若 奥様が、 手で 圧え て、 

(どうぞ …… それば かり は。) 

と 清し く 言います。 この 手 二つが 触った もの を、 錠 

前の 奴、 がんとして、 雪に なっても 消えなん だ。 

舌の 硬ば つ たような 先生が、 

(飛んでも ない 事 —— お 道さん。) 

(いいえ、 構いません。) 

と 若旦那 は きっぱりと、 

(飛んでも ない 事ではありません。 それが 当然な ので 

す。 立 野さん。 貴下が 御 自分で なくっても、 貴下が 許 



して、 錠前 を さえお 開き 下さるなら —— 方法 は 択びま 

せん。 短銃なん ぞ 何に なりましょう、 私 は それで 満足 

します。) 

(旦那 様。) 

と 精一杯で、 お 道さん が、 押 留められた 一 つの 手 を、 

それな リ 先生の 袖に 鎚 つて、 無量の 思 の 目 を 凝らした。 

(は あ、) 

と 落 込む ような 大息して、 先生の 胸が 崩れよう とし 

ますと な。 

(貴方、 …… あの 鍵が 返りました か。 …… 優しい、 お 

道さん、 美しい、 姉さん、 …… お 優しい、 お 美しい 姉 



さんに、 貴方 はもう お 心が 移りました か。) 

と 云って、 若 奥様が 熟と 視 ました。 

おしの 

先生が 蒼くな つて、 両手で お 道さん を 押 除け ながら、 

(これ は 余所の 娘です、 あわれな 孤児です。) 

と あとが 消えた。 

(決行なさい、 縫 子。) 

( ) 

(打て、 お打ちなさい。) 

(唯今。) 

と 肩 を 軽く 斜めに 落す と、 コ オトが、 すっと 脱げた 

ん です。 煽り もせぬ のに 気が立って、 颯と 火の 上る 



たいまつ くれない ひ もんちり めん なが じゅばん 

松明より、 紅 に 燃 立つ ばかり、 緋の紋 縮緬の 長襦拌 

が 半身に 流れました。 …… 袖 を 切った と言う 三年 前の 

はれい しょう 

婚礼の 日の 曠 衣裳 を、 そのままで、 一方 紫の 袖の 紋の 

揚 羽の 蝶 は、 革 鞘に 留まった 友 を 慕って、 火先に ひら 

ひらと 揺れました。 

若 奥様が 片膝つ いて、 その 燃 ゆる 火の 袖に、 キラ リ 

と 光る 短銃 を 構える と、 先生 は、 両方の 膝に 手 を 垂れ 

つむ 

て、 目 を 瞑って 立ちました。 

(お 身代りに 私が。) 

とお 道さん が、 その 前に 立塞がった。 

「あ、 危ぃ、 あなた ご 



と 若旦那が 声 を 絞った。 

若 奥様 は 折 敷いた ままで、 

(^ 可ません —— お 道さん。) 

(いいえ、 本望で ございます。) 

(私が 肯 きません。) 

と 若 奥様が 頭 を掉 ります。 

(貴方が、 ぉ肯き 遊ばさねば、 旦那 様に お願い 申 上げ 

ます。 こんな 山家の 女で も、 心に かわり は ござん せん、 

ねがい かな なさけ 

願 を 叶えて 下さい まし。 お 情 はう けませんでも、 色 

も 恋 も 存じて おります。 もみじ を 御覧なさい まし、 つ 

れ ない 霜に も 血 を 染めます。 私 はた だ活 きて おります 



のために 死ぬ のです。 冥加に 余って 勿体ない。 …… た 

みなしご 

だ 心が かりな は、 私と 同じ 孤児の、 時ち やん I 少年の 

配達 夫 I の 事です が、 あの 児 も 先生お もいです から、 

こうと 聞いたら 喜びましょう。) 

若旦那の 目に も、 奥様に も、 輝く 涙が 見えました。 

じょうだん 

先生 は 胸に 大波 を 打た せながら、 半ば 串戯 にす る 

なきわらい 

ように、 手 を 取って、 泣 笑 をして、 

(これ、 馬鹿な、 馬鹿な、 ふ ふ ふ、 馬鹿 を 事 を。) 

(ええ、 馬鹿な 女で なくって は、 こんなに 旦那 様の 事 

を 思い はしません。 私 は、 馬鹿が 嬉し ゆう ございま 

す。) 



つま 

(弱った。 これ、 詰らん、 そんな。) 

(お 手間が 取れます。) 

(さあ、 お退き、 これ、 そっちへ。) 

(いいえ、 いいえ。) 

否々 をして、 頭 を ふって 甘える 肩 を、 先生が 抱いて 

の 

退けようと するな り、 くるりと うしろ 向きに なって、 

前髪 を ひしと 胸に 当てました。 

い き しず いだ ま 

呼吸 を 鎮めて、 抱いた 腕 を、 ぐいと 背中へ 捲き まし 

たが、 

ど おん ご 

(お退きと 云う に。 —— や あ、 お 道さん の 御 母君、 御 

母堂、 お 記念の 肉 身と、 衣類に 対して 失礼し ます、 御 
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許し 下さい …… 御免。) 

と 云う と、 抱 倒して、 

(ああれ。) 

と 震えても がくの を、 しかと 片足に 蹈 据えて、 



が あつ て 鳴きます、 



した。 

(貴方 …… 短銃 を 離しても、 もう 可う ございます か。) 

ひざまず 

若旦那が 跪 いて その 手 を 吸う と、 釣鐘 を 落した よ 

うに、 軽そう な 手を柔 かに、 先生の 膝に 投げて、 

(ああ、 嬉しい。 …… 立 野さん、 お 道さん、 短銃 を そ 

ちらへ 向けて 打つ ような 女と お思いな さいました か。) 

ただ いま たち どころ 

(只今、 立処に 自殺し ます。) 

と 先生の、 手 を ついて 言う の をき いて、 かぶり を掉っ 

くしこう が い 

て、 櫛笄 も、 落ちないで、 乱れ かかる 髪 を そのまま 

莞爾 して、 

のち 

(いいえ、 百万 年の 後に …… また、 お 目に かかります _ 



お 二方に、 これ だけに 思われて、 縫 は 世界中の しあわ 

せです —— 貴方、 お詫 は、 あの世から …… ) 

最後 の 言葉で ございました ご 

いちょうが えし 

「お 道さん が 銀杏 返の 針 を 抜いて、 あの、 片袖 を、 死 

骸の 袖に 縫つ けました。 

その 間、 膝に のせて、 胸に 抱いて、 若旦那が、 お 縫 

さんの、 柔 かに 投げた 腕 を 撫で、 撫で、 

(この、 清い、 雪の ような 手 を 見て 下さい。 私の 偏執 

せん はげ 

と 自我と 自尊と 嫉妬の ために、 詮 ずるに 烈しい 恋の た 

めに、 —— 三年の 間、 夜に、 日に、 短銃 を 持たせられ 



た、 血 を 絞リ、 肉 を 刻み、 骨 を 砂利に する ような 拷掠 

に、 よくも この 手が、 鉄に も 鉛に もな りませんでした。 

ああ、 全く 魔の ごとき 残虐に も、 美しい もの は 滅び ま 

ざんき あなた 

せん。 私 は慚愧 します。 しかし、 貴下と 縫 子と で、 ど 

ん なにもお 話 合の つきます ように、 私に 三日 先立って、 

縫 子 を こちらに よこしました、 それに、 あからさまに 

名 を 云って、 わざと 電報 を 打ちました。 …… 貴下 を 当 

電信局 員と 存じまして いたした 事です。 とにかく 私の 

心 も、 身の 果も、 やがて、 お分りに なりましょう。) 

と、 いいい い、 地蔵 様の 前へ、 男が 二人で 密と舁 ぐ 

と、 お 道さん が、 笠 を 伏せて、 その上に 帯 を 解いて、 



畳んで 枕に させました。 

私 も 十本の 指 を、 額に 堅く 組んで 頂いて 拝んだ。 

そこらの 木の葉 を、 やたらに 火鉢に くべ ながら …… 

(失礼、 支度 をいた します から。) 

若旦那が するすると 松の 樹の処 へ 行きます。 

ひと ゆす 

そこで 内証で 涙 を 払う のかと 傯 うと、 肩に 一 揺り、 

きった て つ る * き 

ゆすぶり を くれる や 否や、 切 立の 崖の 下 は、 剣 を 植え 

いわ まっさかさま 

た巌の 底へ、 真逆 様。 霧の 海へ、 薄ぐ ろく、 影が 残つ 

て 消えません。 

—— 旦那 方。 

先生 を 御覧な せえ、 いきなりう しろから お 道さん の 



さるぐつわ は 

口へ 猿轡 を 嵌めました ぜ。 —— 一人 は 放さぬ、 一所 

も だ テント 

に 死のうと 悶えた からで。 —— それ をね、 天幕の 中へ 

テ エブル 

抱 入れて、 電信 事務の 卓子に 向けて、 椅子に のせて、 

手 は 結えずに、 腰 も 胸 も 兵児帯で ぐるぐ る 巻 だ。 

(時 夫の 来る まで …… ) 

そう 言って、 石段へ ずッと 行く。 

私 は 下 口まで 追 掛けた が、 どうして 可い か、 途方に 

くれて くるくる 廻った。 

お 道さん が、 さんばら 髪に 肩 を 振って、 身悶えす る 

と、 消え かかった 松明が 赫と 燃えて、 あれ あれ、 女の 

身の 丈に、 めら めら と 空へ 立った。 



皆、 何とも 言いよう がね え、 見て ござった 地蔵 様に 

も 手の つけよう がなかった に 違えね え。 若旦那のお 心 

持 も 察して 上げて おくん なせえ。 

そばみち みず どよ 

あくる 日 蛆道を 伝います と、 山から 取った 水 樋が、 

みずぐ る ま さつ かか まっか 

空 を 走って、 水車に 颯と 掛 ります、 真紅な 木の葉が 宙 

を 飛んで 流れました つけ、 誰の 血なん で ございましよ 

うご 

ふもと 

(峰の 白雪 麓 の 氷 

今 は 互に 隔てて いれ ど) 



あとで、 錶掛屋 に 立山 を 聴いた —— 追善の 心で ある。 

皆 涙 を 流した …… 座 は 通夜の ようで あ つ た。 

はてし もや 

姨捨 山の 月 霜に して、 果なき 谷の、 暗き 靄の 底に、 

千 曲 川 は 水晶の 珠 数の 乱る る ごとく 流れた ので ある。 

大正 九 ( 一 九 二 〇) 年 十二月 
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